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(57)【要約】
【課題】刺激物質による毛髪、皮膚、粘膜などへの刺激に対し、これを有効に緩和できる
刺激緩和剤およびそれを含有してなる低刺激性組成物を提供する。
【解決手段】
バイオサーファクタント、特にマンノシルエリスリトールリピッド（ＭＥＬ）、マンノシ
ルマンニトールリピッド（ＭＭＬ）、マンノシルエリスリトールリピッド（ＭＥＬ）のト
リアシル体およびマンノシルマンニトールリピッド（ＭＭＬ）のトリアシル体からなる群
より選択された少なくとも１種以上を有効成分として配合する刺激性緩和剤。
【選択図】　なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　皮膚に対して化学的刺激を与える刺激性物質による刺激を緩和する刺激緩和剤であって
、少なくとも１つのバイオサーファクタントを含有してなることを特徴とする刺激緩和剤
。
【請求項２】
　皮膚に対して化学的刺激を与える刺激性物質による刺激を緩和する刺激緩和剤であって
、請求項１に記載のバイオサーファクタントが糖脂質型バイオサーファクタントであるこ
とを特徴とする刺激緩和剤。
【請求項３】
　上記糖脂質型バイオサーファクタントが、マンノシルエリスリトールリピッド（ＭＥＬ
）、マンノシルマンニトールリピッド（ＭＭＬ）、マンノシルエリスリトールリピッド（
ＭＥＬ）のトリアシル体およびマンノシルマンニトールリピッド（ＭＭＬ）のトリアシル
体からなる群より選択された少なくとも１種であることを特徴とする請求項２に記載の刺
激緩和剤。
【請求項４】
　前記刺激性物質が、界面活性剤であることを特徴とする請求項１～３に記載の刺激緩和
剤。
【請求項５】
　前記刺激性物質が、アニオン性、カチオン性、ノニオン性、又は両性界面活性剤である
ことを特徴とする請求項４に記載の刺激緩和剤。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれかに記載の刺激緩和剤を刺激性物質に添加することを特徴とする
、刺激性物質の刺激性低下方法。
【請求項７】
　請求項１～５いずれかに記載の刺激緩和剤を含有することを特徴とする低刺激性組成物
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、界面活性剤等の皮膚への化学的刺激を与える刺激性物質による刺激を緩和す
る皮膚刺激緩和剤に関する。
【背景技術】
【０００２】
　スキンケア製品等には界面活性剤が含まれ化粧品組成物として重要な役割を果たしてい
る。界面活性剤は、角層に浸透し、角質細胞のケラチンに吸収され、そして細胞間脂質と
混和する。更に、界面活性剤は、脂肪酸、脂肪酸グリセリド、コレステリルエステル等の
皮膚脂質を除去することで、皮膚に損傷を与えることが知られている。近年、アレルギー
患者や敏感肌の人が増加し、化粧品等で刺激を感じる人が多くなってきており、より低刺
激の製品が求められ、例えば特許文献１で開示されるように杜仲抽出物を基材とした低刺
激性界面活性剤を用いた製品の開発が進められているが、未だ十分ではない。そこで、界
面活性剤等の機能に影響を与えることなく、刺激性物質に対する刺激緩和機能を有する皮
膚を保護する製剤の開発が熱望されてきた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００１－３０２４３７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
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　本発明は、かかる従来技術の課題を背景になされたものである。すなわち、本発明の目
的は、界面活性剤等の刺激性物質に対して優れた緩和作用を有し、皮膚を保護する製剤と
、該製剤を、刺激性物質を皮膚に適用する前および/または適用した後に適用する皮膚を
保護する方法の提供をすることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明者らは鋭意検討した結果、以下に示す手段により、上記課題を解決できることを
見出し、本発明に到達した。
　すなわち、本発明は、以下の構成からなる。
１．皮膚に対して化学的刺激を与える刺激性物質による刺激を緩和する刺激緩和剤であっ
て、少なくとも１つのバイオサーファクタントを含有してなることを特徴とする刺激緩和
剤。
２．皮膚に対して化学的刺激を与える刺激性物質による刺激を緩和する刺激緩和剤であっ
て、１に記載のバイオサーファクタントが糖脂質型バイオサーファクタントであることを
特徴とする刺激緩和剤。
３．上記糖脂質型バイオサーファクタントが、マンノシルエリスリトールリピッド（ＭＥ
Ｌ）、マンノシルマンニトールリピッド（ＭＭＬ）、マンノシルエリスリトールリピッド
（ＭＥＬ）のトリアシル体およびマンノシルマンニトールリピッド（ＭＭＬ）のトリアシ
ル体からなる群より選択された少なくとも１種であることを特徴とする２に記載の刺激緩
和剤。
４．前記刺激性物質が、界面活性剤であることを特徴とする１～３に記載の刺激緩和剤。
５．前記刺激性物質が、アニオン性、カチオン性、ノニオン性、又は両性界面活性剤であ
ることを特徴とする４に記載の刺激緩和剤。
６．１～５のいずれかに記載の刺激緩和剤を刺激性物質に添加することを特徴とする、刺
激性物質の刺激性低下方法。
７．１～５いずれかに記載の刺激緩和剤を含有することを特徴とする低刺激性組成物。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明により、界面活性剤等の化学的刺激に対する優れた刺激緩和剤を提供するととも
に、それを含有してなる低刺激性の組成物をも提供することができる。
【０００７】
　バイオサーファクタントが界面活性剤等による皮膚への化学的刺激を緩和するメカニズ
ムとして、次のようなメカニズムを考えられる。すなわち、界面活性剤等は皮膚に接触す
ると、皮膚の角質層に存在する脂質二重膜を破壊し、表皮角質細胞や真皮層に直接的に刺
激を与えるため、皮膚に損傷を与えることになる。しかし、（１）バイオサーファクタン
トが皮膚角質層と類似の脂質二分子膜構造（ラメラ構造）を単独で容易に（自発的に）形
成する性質を有しており、角質層でバリアを形成するため、界面活性剤等が角質層に浸透
できず、皮膚への刺激が緩和される。（２）バイオサーファクタントがミセルもしくはベ
シクルを形成する性質を有しており、バイオサーファクタントと界面活性剤等を混合する
と、界面活性剤等がミセルもしくはベシクルの中に取り込まれ、さらにバイオサーファク
タントの方が角質層への浸透性が高いため、角質層ですばやくバリアを形成できる。これ
ら２つの効果の組み合わせにより、優れた皮膚刺激緩和効果を有すると考えられる。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　「バイオサーファクタント」とは生物によって生み出される界面活性能力や乳化能力を
有する物質の総称であり、優れた界面活性や、高い生分解性を示すばかりでなく、様々な
生理作用を有していることから合成界面活性剤とは異なる挙動・機能を発現する可能性が
ある。バイオサーファクタントとしては、微生物が生産する界面活性物質が代表的なもの
として挙げられる。現在、上述した微生物が生産する界面活性物質としては、糖型、アシ
ルペプタイド型、リン脂質型、脂肪酸型及び高分子化合物型の５つに大別されている。
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【０００９】
　本発明に用いられるバイオサーファクタントとしては、マンノシルエリスリトールリピ
ッド（ＭＥＬ）、ＭＥＬ以外のマンノシルアルジトールリピッド（ＭＡＬ）としては、マ
ンノシルマンニトールリピッド（ＭＭＬ）、マンノシルソルビトールリピッド（ＭＳＬ）
、マンノシルアラビトールリピッド（ＭＡｒａＬ）、マンノシルリビトールリピッド（Ｍ
ＲＬ）などが挙げられ、なかでも、ＭＥＬが好ましい。
【００１０】
（ＭＥＬ)
　ＭＥＬは、ウスチラゴ　ヌーダ（Ｕｓｔｉｌａｇｏ ｎｕｄａ）とシゾネラ　メラノグ
ラマ（Ｓｈｉｚｏｎｅｌｌａ ｍｅｌａｎｏｇｒａｍｍａ）から発見された物質である。
その後、イタコン酸生産の変異株であるキャンデダ（Ｃａｎｄｉｄａ）属酵母、キャンデ
ダ　アンタークチカ（Ｃａｎｄｉｄａ ａｎｔａｒｃｔｉｃａ）（現在はシュードザイマ
　アンタークチカ（Ｐｓｅｕｄｏｚｙｍａ ａｎｔａｒｃｔｉｃａ）、クルツマノマイセ
ス（Ｋｕｒｔｚｍａｎｏｍｙｃｅｓ）属等の酵母らによっても生産されることが報告され
ている。
【００１１】
　ＭＥＬの構造を一般式（１）に示す。一般式（１）中、置換基Ｒ１は、同一でも異なっ
ていてもよい炭素数４～２４の脂肪族アシル基である。ＭＥＬは、マンノースの４位及び
６位のアセチル基の有無に基づいて、ＭＥＬ－Ａ、ＭＥＬ－Ｂ、ＭＥＬ－Ｃ及びＭＥＬ－
Ｄの４種類に分類される。
【００１２】

【化１】

 
【００１３】
　具体的には、ＭＥＬ－Ａは、一般式（１）中、置換基Ｒ２およびＲ３がともにアセチル
基である。ＭＥＬ－Ｂは、一般式（１）中、置換基Ｒ２はアセチル基であり、置換基Ｒ３
は水素である。ＭＥＬ－Ｃは、一般式（１）中、置換基Ｒ２が水素であり、置換基Ｒ３は
アセチル基である。ＭＥＬ－Ｄは、一般式（１）中、置換基Ｒ２及びＲ３がともに水素で
ある。
【００１４】
　上記ＭＥＬ－Ａ～ＭＥＬ－Ｄにおける置換基Ｒ１の炭素数は、ＭＥＬ生産培地に含有さ
せる油脂類であるトリグリセリドを構成する脂肪酸の炭素数、および、使用するＭＥＬ生
産菌の脂肪酸の資化の程度によって変化する。また、上記、トリグリセリドが不飽和脂肪
酸残基を有する場合、ＭＥＬ生産菌が上記不飽和脂肪酸の二重結合部分まで資化しなけれ
ば、置換基Ｒ１として不飽和脂肪酸残基を含ませることも可能である。以上の説明から明
らかなように、得られるＭＥＬは、通常、置換基Ｒ１の脂肪酸残基部分が異なる化合物の
混合物の形態である。
【００１５】
　本発明の組成物には一般式（２）または一般式（３）に示されている構造を有するマン
ノシルエリスリトールリピッドが含まれている。尚、一般式（２）中、置換基Ｒ１は同一
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異なっていてもよい水素またはアセチル基であり、置換基Ｒ３は水素または炭素数２～２
４の脂肪族アシル基である。また、一般式（３）中、置換基Ｒ１は同一でも異なっていて
もよい炭素数４～２４の脂肪族アシル基であり、置換基Ｒ２は同一でも異なっていてもよ
い水素またはアセチル基であり、置換基Ｒ３は水素または炭素数２～２４の脂肪族アシル
基である。
【００１６】
　一般式（２）及び一般式（３）における置換基Ｒ１は、同一でも異なっていてもよい炭
素数４～２４の脂肪族アシル基である。置換基Ｒ１の炭素数は上記範囲内であれば特に限
定されないが、８個～１４個であることがさらに好ましい。
【００１７】
　また、上記一般式（２）及び一般式（３）中の置換基Ｒ１は、飽和脂肪族アシル基であ
っても不飽和脂肪族アシル基であってもよく、特に限定されるものではない。不飽和結合
を有している場合、例えば、複数の二重結合を有していても良い。炭素鎖は直鎖であって
も分岐鎖状であってもよい。また、酸素原子含有炭化水素基の場合、含まれる酸素原子の
数及び位置は特に限定されない。
【００１８】
【化２】

 
【００１９】

【化３】

 
【００２０】
　ＭＥＬ以外のＭＡＬ（マンノシルアルジトールリピッド）の構造は一般式（４）に示す
。エリスリトール以外の糖アルコール（アルジトール）としては、マンニトール、アラビ
トール、リビトール、ソルビトールが付加している（ｎ=４：マンニトール、ソルビトー
ル、ｎ=３：アラビトール、リビトール）。一般式（４）に対応させれば、ＭＡＬはマン
ノースの２位、３位に炭素数２～２０、好ましくは炭素数４～１８、より好ましくは炭素
数６～１４の飽和又は不飽和の直鎖又は分枝を有するアルカノイル基を有する。
【００２１】
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【００２２】
（式中、置換基Ｒ１は同一でも異なっていてもよい炭素数２～２０、好ましくは炭素数４
～１８、より好ましくは炭素数６～１４の飽和又は不飽和の直鎖又は分枝を有するアルカ
ノイル基を有し、式中、置換基Ｒ２は同一でも異なっていてもよい水素またはアセチル基
である。好ましくは、式中、置換基Ｒ２のどちらもアセチル基である化合物である。）　
【００２３】
（トリアシル体）
　本発明に用いられるバイオサーファクタントは、ＭＥＬのトリアシル体及びＭＥＬ以外
のＭＡＬ のトリアシル体でもよい。トリアシル体のバイオサーファクタントは、ＭＥＬ
やＭＥＬ以外のＭＡＬよりもさらに高い疎水性を有するバイオサーファクタントである。
例えば、ＭＥＬ生産菌の培養液にも存在するし、大量に得る時は、酵素を用いてＭＥＬを
種々の植物油と反応することによって製造することもできる。
【００２４】
　ＭＥＬのトリアシル体、すなわちトリアシルマンノシルエリスリトールリピッド（以下
、トリアシルＭＥＬと称することがある。）は、一般式（２）または一般式（３）中、置
換基Ｒ１およびＲ３がいずれも脂肪族アシル基であればトリアシルＭＥＬとなり、置換基
Ｒ２は同一でも異なっていてもよい水素またはアセチル基である。トリアシルＭＥＬもＭ
ＥＬと同様、マンノースの４位及び６位のアセチル基の有無に基づいて、トリアシルＭＥ
Ｌ－Ａ、トリアシルＭＥＬ－Ｂ、トリアシルＭＥＬ－Ｃ及びトリアシルＭＥＬ－Ｄの４種
類に分類される。
【００２５】
　トリアシルＭＥＬは、ジアシルＭＥＬとは異なった性質を示す。具体的には、高い疎水
性を有することからエモリエント剤として従来のＭＥＬと比べても種々のオイル成分と馴
染みやすい点で優れている。
【００２６】
　本発明に好ましく用いられるバイオサーファクタントは、ＭＥＬ－Ａと、一般式（５）
または一般式（６）にて示される構造を有するＭＥＬ－Ｂである。
【００２７】
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【化５】

 
【００２８】

【化６】

 
【００２９】
（一般式（５）及び一般式（６）中、置換基Ｒ１は同一でも異なっていてもよい炭素数４
～２４の脂肪族アシル基である）　
【００３０】
　なお、バイオサーファクタントは、単独で使用してもよいが、２種以上のバイオサーフ
ァクタントを併用することもできる。
【００３１】
（バイオサーファクタントの製造方法）
　バイオサーファクタントの製造方法は特に制限されるものはないが、微生物を用いた発
酵方法を任意に選択して行えば良い。例えばＭＥＬ (ＭＥＬ－Ａ、ＭＥＬ－Ｂ、ＭＥＬ－
Ｃ)の培養生産は常法に従って、Ｐｓｅｕｄｏｚｙｍａ　ａｎｔａｒｃｔｉｃａ（ＮＢＲ
Ｃ　１０７３）により生産することができ、微生物としてはＰｓｅｕｄｏｚｙｍａ　ａｎ
ｔａｒｃｔｉｃａ、Ｐｓｅｕｄｏｚｙｍａ　ｓｐ.等を用いることができる。いずれの微
生物でも容易にＭＥＬ混合物が得られることは周知の事実である。ＭＥＬ混合物をシリカ
ゲルカラムクロマトグラフィーを用いて精製し、ＭＥＬ－Ａ、ＭＥＬ－Ｂ及びＭＥＬ－Ｃ
を単離することが出来る。また、ＭＥＬ－Ｂを生産する菌としては、Ｐｓｅｕｄｏｚｙｍ
ａ ａｎｔａｒｃｔｉｃａ 、及びＰｓｅｕｄｏｚｙｍａ　ｔｓｕｋｕｂａｅｎｓｉｓが知
られており、その菌を用いてもよい。ＭＥＬ－Ｃを生産する菌としては、Ｐｓｅｕｄｏｚ
ｙｍａ ｈｕｂｅｉｅｎｓｉｓ、Ｐｓｅｕｄｏｚｙｍａ　ｇｒａｍｉｎｉｃｏｌａ等が知
られており、その菌を用いてもよい。ＭＥＬを生産する能力を有する微生物としては特に
限定するものではなく、目的に応じて適宜使用することができる。
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【００３２】
　バイオサーファクタントを生産するときの発酵培地は、酵母エキス、ペプトン等のＮ源
、グルコース、グリセロール、フルクトース等のＣ源、及び硝酸ナトリウム、リン酸水素
二カリウム、硫酸マグネシウム７水塩等の無機塩類からなる一般的な組成の培地を用いる
ことができ、これにオリーブ油、ダイズ油、ヒマワリ油、トウモロコシ油、キャノーラ油
、ココナッツ油等の油脂類、並びに、流動パラフィン、テトラデカン等の炭化水素等の非
水溶性基質の単独或いは２種以上を添加したものを使用することができる。
【００３３】
　ｐＨや温度等の発酵条件や培養時間等は任意に設定でき、発酵後の培養液をそのまま本
発明のバイオサーファクタントとして使用することが可能である。また、発酵後の培養液
を必要に応じて濾過、遠心分離、抽出、精製、滅菌等の任意の操作を適宜加えることも可
能であり、得られたエキスを希釈、濃縮、乾燥することもできる。
【００３４】
　原料とする油脂類としては植物油脂が好ましい。植物油脂は特に限定されず、目的に応
じて適宜選定することができる。例えば、大豆油、菜種油、コーン油、ピーナッツ油、綿
実油、ベニバナ油、ゴマ油、オリーブ油、パーム油などが挙げられ、これらの中でも、大
豆油、オリーブ油がバイオサーファクタント（特にＭＥＬ）の生産効率（生産量、生産速
度、及び収率）を向上させることができる点で特に好ましい。これらは、１種を単独で、
または２種以上を併用しても構わない。
【００３５】
　無機窒素源としては特に制限はなく、目的に応じて適宜選定することができるが、例え
ば、硝酸アンモニウム、尿素、硝酸ナトリウム、塩化アンモニウム、硫安等が挙げられる
。
【００３６】
　バイオサーファクタントの回収、精製方法には特に制限はなく、目的に応じて適宜選択
することができる。例えば、培養液を遠心分離して油分を回収し、酢酸エチル等の有機溶
媒で抽出濃縮することにより回収することができる。
【００３７】
　抽出溶媒としては、水、アルコール類（例えば、メタノール、無水エタノール、エタノ
ールなどの低級アルコール、またはプロピレングリコール、１，３-ブチレングリコール
などの多価アルコール）、アセトンなどのケトン類、ジエチルエーテル、ジオキサン、ア
セトニトリル、酢酸エチルなどのエステル類、キシレン、ベンゼン、クロロホルムなどの
有機溶媒を、単独であるいは２種類以上の混液を任意に組み合わせて使用することができ
、また、各々の溶媒抽出物が組み合わされたものでも使用することができる。
【００３８】
　抽出方法は特に制限されるものはないが、通常、常温から常圧下での溶媒の沸点の範囲
であればよく、抽出後は濾過またはイオン交換樹脂を用い、吸着・脱色・精製して溶液状
、ペースト状、ゲル状、粉末状とすればよい。多くの場合は、そのままの状態で利用でき
るが、必要であれば、その効力に影響のない範囲でさらに脱臭、脱色などの精製処理を加
えてもよい。脱臭・脱色等の精製処理手段としては、活性炭カラムなどを用いればよく、
抽出物質により一般的に適用される通常の手段を任意に選択して行えばよい。必要に応じ
て、シリカゲルカラムを用いて精製することにより、純度の高いバイオサーファクタント
を得ることができる。
【００３９】
　こうして得られる本発明の刺激緩和剤は、その形態は液体状、固体状、ゲル状、ペース
ト、スラリー、ミスト状等の目的に応じて種々の形態で用いることができる。但し、この
形態に限定されることはない。
【００４０】
　本発明の刺激緩和剤の配合量は特に制限はないが、例えば化粧品組成物、洗浄剤組成物
または外用薬組成物等の製品中において、バイオサーファクタント含量が０．００１～５
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０重量％であり、目的に応じて調節することができる。好ましくは、組成物中において０
．０１～３０重量％であり、より好ましくは０．０５～２０重量%である。
【００４１】
　本発明の刺激緩和剤は、界面活性剤のような刺激性物質の刺激性を緩和する効果に優れ
ることから、アニオン、カチオン、ノニオンまたは両性の界面活性剤等の刺激性物質を配
合する全ての組成物に適用することができ、例えば皮膚や粘膜等に接触する可能性のある
用途に用いることで、低刺激性組成物として使用することができる。
【００４２】
　例えば、このような低刺激性組成物としては、洗浄剤組成物(衣料用、台所用、住居用
、硬質表面用、食器用、身体用、頭髪用、食品用、工業用等)、化粧品組成物、コンタク
トレンズ用剤（洗浄液、保存液等）および外用薬剤（点眼剤、眼軟膏、点鼻剤、点耳剤、
座剤、湿布剤、口腔用剤、膣洗浄剤、皮膚用剤等）等の人に接触する組成物等に幅広く適
用することができ、低刺激性組成物として使用することができる。
本発明の刺激緩和剤を含有する低刺激性組成物は、その形態は液体状、固体状、ゲル状、
ペースト、スラリー、ミスト状、液晶、粉体、エアゾール等の目的に応じて種々の形態で
用いることができる。但し、この形態に限定されることはない。
【００４３】
　本発明に於ける化粧品とは、薬事法に言う医薬部外品および化粧品の総称であり、具体
的には、医薬部外品としては口中清涼剤、腋臭防止剤、てんか粉類、養毛剤、除毛剤、染
毛剤、パーマネントウェーブ用剤、浴用剤、薬用化粧品、薬用歯磨き類などを列挙するこ
とができ、化粧品としては、化粧石鹸、洗顔料（クリーム・ペースト状、液・ジェル状、
顆粒・粉末状、エアゾール使用など）、シャンプー、リンスなどの清浄用化粧品；
染毛料、ヘアトリートメント剤（クリーム状、ミスト状、オイル状、ジェル状その他の形
態の物および枝毛コート剤を含む）、ヘアセット剤（髪油、セットローション、カーラー
ローション、ポマード、チック、びんつけ油、ヘアスプレー、ヘアミスト、ヘアリキッド
、ヘアフォーム、ヘアジェル、ウォーターグリース）などの頭髪用化粧品；
一般クリーム、乳液（クレンジングクリーム、コールドクリーム、バニシングクリーム、
ハンドクリームなど）、ひげ剃り用クリーム（アフターシェービングクリーム、シェービ
ングクリームなど）、化粧水（ハンドローション、一般化粧水など）、オーデコロン、ひ
げ剃り用ローション（アフターシェービングローション、シェービングローションなど）
、化粧油、パックなどの基礎化粧品；
【００４４】
おしろい（クリームおしろい、固形おしろい、粉おしろい、タルカムパウダー、練りおし
ろい、ベビーパウダー、ボディパウダー、水おしろいなど）、パウダー、ファンデーショ
ン（クリーム状、液状、固形など）、ほお紅、まゆずみ、アイクリーム、アイシャドウマ
スカラなどのメークアップ化粧品；
一般香水、練り香水、粉末香水などの香水類； ゲルタイプ、液体タイプ、陶器タイプ等
の芳香剤、消臭剤、脱臭剤；
日焼け・日焼け止めクリーム、日焼け・日焼け止めローション、日焼け・日焼け止めオイ
ルなどの日焼け・日焼け止め化粧品；
爪クリーム、エナメル、エナメル除去液などの爪化粧品；
アイライナー化粧品；
口紅、リップクリームなどの口唇化粧品；
歯磨きなどの口腔化粧品；
バスソルト、バスオイル、バブルバスなどの浴用化粧品などを列挙することができる。
【００４５】
　また本発明の低刺激性組成物においては、本発明の目的が損なわれない限り、用途、目
的に応じ各種の基材と併用することができる。
具体的には、アラビアゴム、トラガントゴム等の天然ゴム類、サポニン等のグルコシド類
、メチルセルロース、カルボキシセルロース、ヒドロキシメチルセルロース等のセルロー
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ス誘導体、リグニンスルホン酸塩、セラック等の天然高分子、ポリアクリル酸塩、スチレ
ン－アクリル酸共重合物の塩、ビニルナフタレン－マレイン酸共重合物の塩、β－ナフタ
レンスルホン酸ホルマリン縮合物のナトリウム塩、リン酸塩などの陰イオン性高分子やポ
リビニルアルコール、ポリビニルピロリドン、ポリエチレングリコール等のノニオン性高
分子等の分散剤；
【００４６】
高級脂肪酸塩（石鹸）；疎水基部の炭素数８～２０の高級脂肪酸またはそれらの塩、Ｎ－
アシルアミノ酸型アニオン界面活性剤；アシル基としては、炭素数８～２０のもので前記
したようなものが挙げられ、構成アミノ酸としては、グルタミン酸やアスパラギン酸等の
前記した酸性アミノ酸類、またはグリシン、アラニン、バリン、ロイシン、イソロイシン
、プロリン、メチオニン、システイン、トリプトファン、チロシン、フェニルアラニン、
アスパラギン、グルタミン、セリン、トレオニン、オキシプロリン、β－アミノプロピオ
ン酸、γ－アミノ酪酸、アントラニル酸、ｍ－アミノ安息香酸、ｐ－アミノ安息香酸、等
のアミノ酸等；アルキルエーテルカルボン酸塩、アミドエーテルカルボン酸塩等、アルキ
ル硫酸エステル塩（ＡＳ）、ポリオキシエチレンアルキルエーテル硫酸エステル塩（ＡＥ
Ｓ）、アルキルエーテル硫酸塩、高級脂肪酸エステルの硫酸塩、高級脂肪酸アルキロール
アミドの硫酸塩、硫酸化油脂、ポリオキシエチレンスチレン化フェニルエーテル硫酸塩、
アルファ－オレフィンスルホン酸塩（ＡＯＳ）、アルキルベンゼンスルホン酸塩、アルキ
ルナフタレンスルホン酸塩、アルキルスルホン酸塩（ＳＡＳ）、ジアルキルスルホコハク
酸塩、アルファースルホン化脂肪酸塩、アルカンスルホン酸塩、高級脂肪酸エステルのス
ルホン酸塩、アルファースルホン化脂肪酸塩、高級脂肪酸アミドのスルホン酸塩、Ｎ－ア
シル－Ｎ－アルキルタウリン塩、Ｎ－アシル－Ｎ－メチルタウリン塩、アルキルリン酸塩
、アルキルエーテルリン酸塩、ポリオキシエチレンアルキルエーテルリン酸塩、ポリオキ
シエチレンアルキルフェニルエーテルリン酸塩、ナフタリンスルフォン酸塩ホルマリン縮
合物などのアニオン性界面活性剤；
【００４７】
アルキルベタイン類、アルキルアミドベタイン類、アルキルスルホベタイン類、イミダゾ
リニウムベタイン類、レシチン類などの両性界面活性剤；
ポリオキシエチレンアルキルエーテル（ＡＥ）、ポリオキシエチレンアルキルフェニルエ
ーテル、ポリオキシエチレンポリスチリルフェニルエーテル、ポリオキシエチレンポリオ
キシプロピレングリコール、ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンアルキルエーテル
、ポリオキシアルキレン脂肪酸エステル、ポリオキシアルキレンソルビタン脂肪酸エステ
ル、ポリオキシアルキレン脂肪酸アルカノールアミド、ポリオキシアルキレンアルキルグ
ルコシド、ポリオキシアルキレン硬化ひまし油、ポリオキシアルキレンアルキルアミン、
ポリオキシアルキレンアルキルフェニルエーテル、等の酸化エチレン縮合型、
多価アルコール脂肪酸部分エステル、ポリオキシエチレン多価アルコール脂肪酸部分エス
テル、ポリオキシエチレン脂肪酸エステル、（ポリ）グリセリン脂肪酸エステル、ポリオ
キシエチレン硬化ひまし油、ポリオキシエチレンアルキルアミン、トリエタノールアミン
脂肪酸部分エステル、アルキルポリグルコシド、プロピレングリコール脂肪酸エステル、
ソルビタン脂肪酸エステル、ショ等脂肪酸エステル等の多価アルコールエステル、などの
ノニオン性界面活性剤；脂肪酸アルカノールアミド、糖アミンアシル化物、トリエタノー
ルアミン脂肪酸部分エステル、脂肪酸アルキロールアミド、アルキルアミンオキサイド、
等が挙げられる。
【００４８】
第１～第３級脂肪アミン塩、塩化アルキルアンモニウム塩、テトラアルキルアンモニウム
塩、トリアルキルベンジルアンモニウム塩、アルキルピリジニウム塩、アルキルヒドロキ
シエチルイミダゾリニウム塩、ジアルキルモルフォリニウム塩、アルキルイソキノリウム
塩、ベンゼトニウム塩、ベンザルコニウム塩などのカチオン性界面活性剤； 
アルギン酸ナトリウム、デンプン誘導体、トラガントゴムなどの高分子界面活性剤；
レシチン、ラノリン、コレステロール、サポニンなどの天然界面活性剤；
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アボガド油、アーモンド油、オリーブ油、カカオ油、ゴマ油、サフラワー油、大豆油、椿
油、パーシック油、ひまし油、ミンク油、綿実油、モクロウ、ヤシ油、卵黄油、パーム油
、パーム核油、合成トリグリセライド、ホホバ油等の油脂；
流動パラフィン、ワセリン、セレシン、マイクロクリスタリンワックス、イソパラフィン
等の炭化水素；
ミツロウ、鯨ロウ、ラノリン、カルナバロウ、キャンデリラロウおよびその誘導体等のロ
ウ；
【００４９】
ラウリン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、ステアリン酸、イソステアリン酸、オレイン
酸、ベヘニン酸、ウンデシレン酸、ラノリン脂肪酸、硬質ラノリン脂肪酸、軟質ラノリン
脂肪酸等の高級脂肪酸；
ラウリルアルコール、セタノール、セトステアリルアルコール、ステアリルアルコール、
オレイルアルコール、ベヘニルアルコール、ラノリンアルコール、水添ラノリンアルコー
ル、へキシルデカノール、オクチルドデカノール等の高級アルコール；
ミリスチン酸イソプロピル、ステアリン酸ブチル等のその他のエステル油；
金属石鹸、ジメチルポリシロキサン、ポリエーテル変性シリコーン、アルコール変性シリ
コーン、メチルフェニルポリシロキサン、エポキシ変性シリコーン、フッ素変性シリコー
ン、アルキル変性シリコーン、アルコキシ変性シリコーン、アミノ変性シリコーン、揮発
性シリコーン等のシリコーン類等の揮発性および不揮発性の油分；
グリセリン、ジグリセリン、ポリグリセリン、１，３－ブタンジオール、プロパンジオー
ル、ポリエチレングリコールなどのポリオール類；
トリメチルグリシン、ソルビトール、ラフィノース、ピロリドンカルボン酸塩類、乳酸塩
類、ヒアルロン酸塩類、セラミド類などの保湿剤；
【００５０】
ヒドロキシエチルセルロース、カルボキシメチルセルロース、ヒドロキシエチルセルロー
スヒドロキシプロピルトリメチルアンモニウムクロリドエーテル、メチルセルロース、エ
チルセルロース、ヒドロキシプロピルセルロース、メチルヒドロキシプロピルセルロース
、可溶性デンプン、カルボキシメチルデンプン、メチルデンプン、
アルギン酸プロピレングリコールエステル、ポリビニルアルコール、ポリビニルピロリド
ン、ポリビニルメチルエーテル、カルボキシビニルポリマー、ポリアクリル酸塩、グアー
ガム、ローカストビンガム、クインスシード、カラギーナン、ガラクタン、
アラビアガム、ペクチン、マンナン、デンプン、キサンタンガム、デキストラン、サクシ
ノグルカン、カードラン、ヒアルロン酸、ゼラチン、カゼイン、アルブミン、コラーゲン
、メトキシエチレン無水マレイン酸共重合体、両性メタクリル酸エステル共重合体、ポリ
塩化ジメチルメチレンピペリジニウム、ポリアクリル酸エステル共重合体、ポリ酢酸ビニ
ル、ニトロセルロース、シリコーンレジン等の水溶性および油溶性高分子；
カチオン化セルロース誘導体、カチオン性澱粉、カチオン化グアーガム誘導体、ジアリル
第４級アンモニウム塩／アクリルアミド共重合体、４級化ポリビニルピロリドン誘導体、
４級化ビニルピロリドン／ビニルイミダゾールポリマー、ポリグリコール／アミン縮合物
、４級化コラーゲンポリペプチド、ポリエチレンイミン、カチオン性シリコーンポリマー
、アジピン酸／ジメチルアミノヒドロキシプロピルジエチレントリアミンコポリマー、ポ
リアミノポリアミド、カチオン性キチン誘導体、４級化ポリマー等のカチオン性高分子；
【００５１】
ポリエチレングリコール脂肪酸エステル、ポリオキシエチレン脂肪酸エステルメチルグリ
コシド、テトラデセンスルホン酸塩等の増粘、増泡成分；
エチレンジアミン四酢酸およびその塩類、ヒドロキシエチレンジアミン３酢酸およびその
塩類、リン酸、アスコルビン酸、コハク酸、グルコン酸、ポリリン酸塩類、メタリン酸塩
、ヒノキチール類などの金属イオン封鎖剤；
パラオキシ安息香酸エステル類、安息香酸およびその塩類、フェノキシエタノール、ヒノ
キチール等の防腐剤；
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クエン酸、リンゴ酸、アジピン酸、グルタミン酸、アスパラギン酸等のｐＨ調整剤；
その他トリクロロルカルバニリド、サリチル酸、ジンクピリチオン、イソプロピルメチル
フェノールなどのふけ・かゆみ防止剤；
ベンゾフェノン誘導体、パラアミノ安息香酸誘導体、パラメトキシ桂皮酸誘導体、サリチ
ル酸誘導体その他の紫外線吸収剤；
アルブチン、コウジ酸、アスコルビン酸、ヒノキチールおよびその誘導体などの美白剤；
【００５２】
センブリエキス、セファランチン、ビタミンＥおよびその誘導体、ガンマーオリザノール
などの血行促進剤；
トウガラシチンキ、ショオウキョウチンキ、カンタリスチンキ、ニコチン酸ベンジルエス
テルなどの局所刺激剤；
各種ビタミンやアミノ酸などの栄養剤；
女性ホルモン剤；
毛根賦活剤；
グリチルレチン酸、グリチルリチン酸誘導体、アラントイン、アズレン、アミノカプロン
酸、ヒドロコルチゾンなどの抗炎症剤；
酸化亜鉛、硫酸亜鉛、アラントインヒドロキシアルミニウム、塩化アルミニウム、スルホ
石炭酸亜鉛、タンニン酸などの収斂剤；
メントール、カンフルなどの清涼剤；
抗ヒスタミン剤；
高分子シリコーン、環状シリコーン等のシリコーン系物質、トコフェロール類、ＢＨＡ、
ＢＨＴ、没食子酸、ＮＤＧＡなどの酸化防止剤；
【００５３】
精製水、その他、カキョクエキス、Ｎ－メチル－Ｌ－セリン、ホエイ、ニコチン酸アミド
、ジイソプロピルアミンジクロロ酢酸、メバロン酸、γ－アミノ酪酸（γ－アミノ－β－
ヒドロキシ酪酸を含む）、アルテアエキス、アロエエキス、アンズ核エキス、ウコンエキ
ス、ウーロン茶エキス、海水乾燥物、加水分解コムギ末、加水分解シルク、カロットエキ
ス、キューカンバエキス、ゲンチアナエキス、酵母エキス、米胚芽油、コンフリーエキス
、サボンソウエキス、ジオウエキス、シコンエキス、シラカバエキス、セイヨウハッカエ
キス、センブリエキス、ビサボロ－ル、プロポリス、ヘチマエキス、ボダイジュエキス、
ホップエキス、マロニエエキス、ムクロジエキス、メリッサエキス、ユーカリエキス、ユ
キノシタエキス、ローズマリーエキス、ローマカミツレエキス、ローヤルゼリーエキス、
海草、米ヌカ、カンゾウ、チンピ、トウキ、モモノハの粉砕物、スフィンゴ脂質、グアイ
アズレン、ビタミンＣ等を含むことができる。
【実施例】
【００５４】
　以下に実施例を示して本発明を具体的に説明するが、本発明は実施例に限定されるもの
ではない。
【００５５】
実施例１　ＭＥＬ－Ａの製造
　種菌培養はPseudozyma antarctica NBRC 10736のコロニーを種培地(20ml/500ml坂口フ
ラスコ)に1 loop植菌して実施した。30℃にて一晩培養した。得られた培養液を種菌とし
た。種培地組成は4% Glucose、0.3% NaNO3、0.02% MgSO4・7H2O、0.02% KH2PO4、0.1% ye
ast extractであった。培養は上記種菌75mlを生産培地1.5L（５L-jar）に植菌し、30℃、
300rpm（攪拌回転）、0.5L/min（Air）の条件で5L-jarを用いて培養した。生産培地組成
は、5% オリーブ油、0.02% MgSO4・7H2O、0.02% KH2PO4、0.1% yeast extractであった。
培養液250mlを遠心（6500rpm、30min）し、上清を取り除き、沈殿（菌体）を回収した。
沈殿に、50mlの酢酸エチルを加え、十分攪拌後、遠心(8500rpm、30min)し、沈殿と上清に
分け、上清をエバポーレーターで濃縮した。シリカゲルを用いて、クロロホルム：アセト
ン＝１：０、クロロホルム：アセトン＝９：１、クロロホルム：アセトン１：１、クロロ
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得た。
【００５６】
実施例２　ＭＥＬ－Ｂの製造
　0.2mlのPseudozyma tsukubaensisフローズンストックを20mlのYM培地/500ml容坂口フラ
スコに植菌し、26℃、180rpm、１晩培養させ、種種菌とした。0.2mlの種種菌を再度、20m
lのYM種培地/500ml容坂口フラスコに植菌し、26℃、180rpm、１晩培養させ、種菌とした
。20mlの種菌を2LのYM培地/５L Jarに植菌し、26℃　300rpm（１／４VVM、0.5L air /min
）で８日間培養した。培養液を7,900rpm 60min 4℃で遠心し、菌体（ＭＥＬ－Ｂを含む）
と上清に分離した。菌体画分にそれぞれ80mlの酢酸エチルを加え、菌体が十分懸濁するよ
うに上下に攪拌した後、7,900rpm　30min　4℃で遠心した。得られた上清に等量の飽和食
塩水を加え攪拌し酢酸エチル層を得た。酢酸エチル層に無水硫酸Ｎａを適量加え、３０分
間精置させた後、エバポレートしＭＥＬ－Ｂ粗精製品を得た。得られたＭＥＬ－Ｂ粗精製
品をシリカゲルカラムを用いて、ヘキサン：アセトン＝５：１、ヘキサン：アセトン＝１
：１で溶出しＭＥＬ－Ｂ画分精製品を得た。
【００５７】
実施例３　ＭＥＬ－Ｃの製造
　0.2mlのPseudozyma hubeiensisフローズンストックを20mlのYM培地/500ml容坂口フラス
コに植菌し、26℃、180rpm、１晩培養させ、種種菌とした。0.2mlの種種菌を再度、20ml
のYM種培地/500ml容坂口フラスコに植菌し、26℃、180rpm、１晩培養させ、種菌とした。
20mlの種菌を2LのYM培地/５L Jarに植菌し、26℃　300rpm（１／４VVM、0.5L air /min）
で８日間培養した。培養液を7,900rpm 60min 4℃で遠心し、菌体（ＭＥＬ－Ｃを含む）と
上清に分離した。菌体画分にそれぞれ80mlの酢酸エチルを加え、菌体が十分懸濁するよう
に上下に攪拌した後、7,900rpm　30min　4℃で遠心した。得られた上清に等量の飽和食塩
水を加え攪拌し酢酸エチル層を得た。酢酸エチル層に無水硫酸Ｎａを適量加え、３０分間
精置させた後、エバポレートしＭＥＬ－Ｃ粗精製品を得た。得られたＭＥＬ－Ｃ粗精製品
をシリカゲルカラムを用いて、ヘキサン：酢酸エチル＝１：１、ヘキサン：酢酸エチル＝
１：３、酢酸エチルで溶出しＭＥＬ－Ｃ画分精製品を得た。
【００５８】
実施例４～１２、比較例１　ＭＥＬの皮膚刺激性緩和効果
　健常男子５名の前腕屈曲部皮膚に、5w/v %ラウリル硫酸ナトリウムを調製し、本溶液を
刺激性溶媒とした。実施例として、刺激性溶媒に表１に示す配合濃度でＭＥＬ－Ａ、ＭＥ
Ｌ－ＢおよびＭＥＬ－Ｃを添加したものをそれぞれ調製した。比較例として、5w/v %ラウ
リル硫酸Ｎａのみの水溶液で試験を実施した。皮膚刺激性試験は、Ｆｉｎｎ　Ｃｈａｍｂ
ｅｒ　ｏｎ　ｓｃａｎｐｏｒ（Ｓｍａｒｔ　ｐｒａｃｔｉｃｅ社製）に各溶液を20μl添
加し、皮膚へのパッチテストとして3時間閉塞後に取り除き、1時間後に皮膚刺激性の有無
を目視で評価した。判定結果は、下記評価点の平均で示す。
【００５９】
（判定基準と評価点数）
紅斑、浮腫、水泡　　（４点）
紅斑、浮腫　　　　　（３点）
紅斑　　　　　　　　（２点）
軽微な紅斑　　　　　（１点）
無紅斑、無浮腫　　　（０点）
【００６０】
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【表１】
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【産業上の利用可能性】
【００６１】
　本発明により、界面活性剤等の刺激に対する優れた刺激緩和剤を提供するとともに、そ
れを含有してなる低刺激性の組成物をも提供でき、化粧品、医薬部外品等の化粧品組成物
、外用薬組成物、洗浄剤組成物等の分野で可能となることからも、産業界に大きく寄与す
ることが期待される。
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